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本日の目標 

不均等度の測定 

必要性 

 ローレンツ曲線 

 ローレンツ曲線の応用 

 ジニ係数 

付録：ジニ係数の数理 
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（不）均等度の測定の必要性 

 均等性 

 社会の要求 

 法の下での平等 

 一票の格差（不均等） 

 機会の均等 

 出発点は同一条件であるべき。 

 結果の均等との関連 

 均等の測定 

 不均等である＝バラツキが大きい 

 均等であることに焦点をあてた特別の測定方法がある。 
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ローレンツ曲線(1) 

 ローレンツ曲線作成の手順 
1. データを昇順に並べ替える。 

 x1, x2, …, xn 
    ↓sort 
x(1)≦x(2)≦… ≦x(n) 

2. 個体数・変数それぞれの累積和を計
算する。 

3. 累積和を総和で除して相対化する。 
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ローレンツ曲線(2) 

昇順 個体
数 

累積和 

（累積度
数） 

相対累積和 
（累積相対度

数） 

変数 累積
和 

相対累積和 

(1) 1 1 1/n x(1) x(1) x(1)/T 

(2) 1 2 2/n x(2) 
x(1)+ x(2) 

(x(1)+ x(2))/T 

… … … … … … … 

(n) 1 n n/n x(n) T T/T 

合計 n T 

表1：ローレンツ曲線作成のための計算表 
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ローレンツ曲線(3) 

4. 以下のように a(i) と b(i) を定める。 

 a (0) = 0, b (0) = 0 

 i=1,2,…, n については、 
a (i) = {(i) に対応する個体数の相対累積和} 

ｂ (i) = {(i) に対応する変数の相対累積和} 

5. 座標平面に以下の要領で線を描く。 

 (a(i -1),ｂ(i -1)) と (a(i),ｂ(i)) とを直線で結ぶ。 

 (0, 0) と (1, 1) とを直線で結ぶ。 
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ローレンツ曲線(4) 

数値例 

ケースA（完全均等） 

 x1=2, x2=2, x3=2, x4=2, x5=2 

ケースB（不均等） 

 x1=0, x2=2, x3=4, x4=2, x5=2 

ケースC（独占） 

 x1=0, x2=10, x3=0, x4=0, x5=0 
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ローレンツ曲線(5) 

昇順 個体
数 

累積和 

（累積度
数） 

相対累積和 
（累積相対度

数） 

変数 累積
和 

相対累積和 

(1) 1 1 1/5 0 0 0/10 

(2) 1 2 2/5 2 2 2/10 

(3) 1 3 3/5 2 4 4/10 

(4) 1 4 4/5 2 6 6/10 

(5) 1 5 5/5 4 10 10/10 

合計 5 10 

表2：ケースBについてのローレンツ曲線作成のための計算表 
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ローレンツ曲線(6) 

 線の名称 

 青い線： 
ローレンツ曲線 

 ピンクの点線： 
均等線 

 

図1：不均等の場合のローレンツ曲線
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ローレンツ曲線(7) 

図2：完全均等の場合
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図3：独占の場合
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ローレンツ曲線(8) 

数値例からの観察 

ローレンツ曲線の位置は、均等線よりも
下になる。 

変数 x の状態： 均等  不均等 
ローレンツ曲線： 上   下 

したがって、ローレンツ曲線が下位にあ
る分布ほど不均等の程度が大きい。 

 不均等の程度が大きい⇔散らばりが大きい 
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ローレンツ曲線(9) 

使い方 

異なる集団間の均等度の比較 

同一集団内の異なる変数（異なる時点
間を含む）の均等度の比較 
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ローレンツ曲線の応用(1) 

参議院議員選挙（選挙区）H25, H10 

一票の格差 

都道府県別 
 x = (議員定数/有権者数) 

 新聞等では (有権者数/議員定数) が使わ
れる。 

 有権者を対象集団とするので、x を使う。 
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ローレンツ曲線の応用(2) 

 注意点 

 対象集団：全国の有権者 

 都道府県ではない。 

 x の（47個の）合計を47で除しても、x の全国平均に
ならない。 

 x の全国平均は以下のように計算する。 

 ∑（ある県の有権者数×その県のx）/全有権者数 
= ∑（ある県の有権者数構成比×その県のx） 

 これは加重平均と呼ばれる。 

 横軸の累積相対度数は、有権者数で計算する。 
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ローレンツ曲線の応用(3) 
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不均等度の尺度：ジニ係数(1) 

ジニ係数 GI 
 ２×（ローレンツ曲線と均等線の面積） 

均等      不均等 
  0  GI     1 

所得分布などでは、0.5より大きいと
不均等度が大きいとみなされる。 
対象などによって一概にいえない。 
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不均等度の尺度：ジニ係数(2) 
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不均等度の尺度：ジニ係数(3) 
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図6：ローレンツ曲線の下側の面積 の計算 
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不均等度の尺度：ジニ係数(4) 

 GIの変化 

平成10年： 0.25 → 平成25年： 0.23 

 GI は以下のようにも計算できる。 

  
 
 

 GI が散らばりの尺度のひとつであることが分かる。  
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GI の数理(1) 
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GI の数理(2) 
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GI の数理(3) 
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GI の数理(4) 

 

 

   







 















n

j

j

nn

n

n

j

j

i

i

yjn

yyynyn

yyyy

yyy

yy

y

y

1

)()1()2()1(

)()3()2()1(

)3()2()1(

)2()1(

)1(

1 1

1

21 







24 

GI の数理(5) 
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GI の数理(6) 

 

 

 






 





































n

j

j

n

j

j

n

j

j

x
n

jn
xn

xn

xn

x
jn

n

yjn
n

UGI

1

1

1

2121

2

12
1

2

12
1

21



26 

GI の数理(7) 
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GI の数理(8) 
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GI の数理(9) 
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GI の数理(10) 
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